２０１９年度　学生による海外誘客チャレンジ事業　申請書

　　　　　年　　月　　日
公益社団法人大学コンソーシアム石川
会 長　　山　崎　光　悦　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　 ＜申請者＞　※ゼミナールの応募は不可とします。

学生グループ名：　              　　　　　　　　　
         学生代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　　  　所属機関名：                                  
                                  所属機関住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　
（所属機関名・住所は学生代表者が所属するものを記入下さい。）

＜実施主体＞

　本活動に携わる者は以下のとおりです。
	学生代表者
（必須）
	（氏名）

	（TEL）


	
	（学部・学科・学年）

	（E-mail）


	指導教職員
（任意）
	（氏名）

	（TEL）


	
	（役職）

	（E-mail）


	所属機関
事務担当者
（任意）
	（氏名）

	（TEL）


	
	（役職）

	（E-mail）


	学生グループの構成

（所属機関別学生数）
	○○大学：○名
○○大学：○名
	合計
	○名

	代表者以外の学生メンバーの氏名を記入してください。

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※申請書作成の注意点
・複数のグループで取り組む場合は、上記の様式により追記してください。
・申請書はこの頁を除き４頁以内とします。
・申請書は箇条書きで簡潔に記入してください。色文字と図形を使用しないでください。
・フォントは「MS明朝」、文字サイズは「11pt」で統一してください。
＜活動の概要＞
	活動プロジェクト名

※活動の目的・目標を簡潔に表現した名称にしてください。
	「（記入例）○○体験外国人旅行者増加プロジェクト」

	活動テーマ

※プロジェクトに合致するテーマに「○」をつけてしてください。
	
	①外国人旅行者への石川県の効果的な情報発信

	
	
	②外国人旅行者の利便性向上

	
	○
	③外国人旅行者の満足度向上

	活動の背景・目的

※なぜこの活動が石川県を訪れる外国人を増やすために効果的だと思うのか、外国人観光客にどうなってほしいのかなど記入してください。
	（記入例）

・○○は、石川県が誇る伝統文化であり、外国人旅行者が○○を体験することで、石川県の魅力を肌で感じることができる。

・また、○○は、外国人旅行者が好む○○といった要素もあり、SNSでの口コミの拡散も期待できる。

・一方、日本人向けの○○体験は実施されているが、外国人旅行者向けのイベントはあまり開催されていない。

・また、○○体験は外国人にとってまだまだ認知度が低いのではないかという声もあった。

・○○の体験を通して、外国人旅行者の石川県滞在の満足度向上を図り、将来的なリピーター獲得につなげたい。

	活動の概要

※取り組みたいこと・チャレンジしたいことについて具体的に記入してください。
※提案で終わるのではなく、自分たちで実践できる具体的な活動を記入してください

※５Ｗ１Ｈを意識して記入してください。
	（記入例）

・本活動では、①外国人向けＰＲ動画の作成、②外国人旅行者向けイベントを開催する。

＜活動内容＞

・７月中に○○を実際に体験し、外国人受けするポイントについて検討する。また、文化体験メニューとして外国人旅行者向けに定着している○○について、企業・団体を訪問し、外国人向けにイベントを行う上でのノウハウを教えていただく。
・その後、動画の作成方法を、専門家の方に教えてもらいながら、９月中の完成を目指す。

・並行してイベント内容の詳細決定や進行要領の作成を、企業・団体と相談しながら進め、９月中の完成を目指す。また、イベント内容のブラッシュアップのため、友人の留学生向けにプレイベントを実施する。
・外国人旅行者向けイベントは１０～１１月に計３回実施を目指す。ＰＲのためのチラシを作成し、金沢駅やゲストハウスへの設置・配布、学生によるＰＲを行う。

・イベントは企業・団体が主催し、学生は外国人向けにレクチャーを行うスタッフとして活動する。
・１２月に活動の振り返りを行い、来年度以降企業・団体として外国人向けイベントを本格実施できないか検討する。

	今年度の活動目標

※具体的な活動目標を記入してください（出来る限り数値化した目標が望ましい）。
	（記入例）

・外国人旅行者向けイベントを計３回実施し、計３０名（各回１０名）の集客を目指す。

・ＰＲ動画の再生回数１，０００回を目指す。

	これまでの活動実績
※授業やゼミ等でこれまで学んできたことや、部活・サークル、ボランティア等のこれまでの活動の中で、本活動に活かすことができると考えられるものを記入してください。
	（記入例）

・留学経験などはないが、英語を意欲的に学んでいるメンバーが多く、外国人とのコミュニケーション能力を磨きたいと考えている。

・ボランティアやバイトなどの活動で外国人の方と接する機会があり、外国人旅行者の力になりたいと考えている。

・大学で観光系のゼミに所属し、観光分野を学ぶとともに関心が高いメンバーが多い。
・大学の中で留学生との交流サークルに所属しているメンバーが多く、外国人とのコミュニケーションに慣れている。また、日本文化体験として、○○を留学生と一緒にしたことがある。

	学生グループと

企業・団体との役割分担
※申請時に想定しているそれぞれの役割が分かるように記入してください。
	＜学生グループ＞
（記入例）

・ＰＲ動画の作成（専門家の方の指導を受ける）
・外国人旅行者向けのイベントの企画
・スタッフとしてイベント当日の運営に関わる
＜企業・団体＞

（記入例）

・活動参加学生に対して○○のレクチャーを行う
・ＰＲ動画や外国人旅行者向けイベントのアドバイス
・外国人旅行者向けイベントの主催、運営、会場の提供

	年間活動計画

※支援期間は２０２０年２月末までですが、出来る限り２０１９年１２月末までに完了できる活動計画を記入してください。


	時　期
	内　容

	
	６月
７月

８月
９月

１０月

～１１月
１２月
	（記入例）

・協働する企業・団体との打ち合わせ（活動方針の決定）

・動画作成の専門家を探し、指導のお願い

・企業・団体から学生に対して○○のレクチャー
・企業・団体とＰＲ動画の構成を検討開始
・専門家に動画作成の指導を受けながら動画作成を開始
・企業・団体とイベント内容の検討開始
・外国人向けイベント内容の詳細、開催日決定
・ＰＲ動画の完成、ホームページへのアップ

・留学生を対象としたプレイベントを実施し、イベント内容のブラッシュアップを行う

・イベントＰＲチラシの作成

・金沢駅やゲストハウスへチラシ配布、イベントＰＲ

・イベントの実施（計３回）
・活動の振り返り、企業・団体と来年度のイベント内容を検討

	活動を通して学びたいこと、身につけたい力
	（記入例）

・石川県の伝統文化である○○について、自分たちも学ぶとともに、外国語で上手く魅力を伝えられる実践的な力を身につけたい。

・動画作成やイベントの企画、運営まで学生同士や企業・団体と協力をしながら進めることで、計画的にも物事を進める力や、それぞれが協力しながら一つのことをやり遂げる力を身につけたい。


＜活動予算＞　
○収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	金　額
	内　訳

	自己資金※１
	
	

	助 成 金※２
	３００，０００
	

	収 入 計
	３００，０００
	※支出計と同額にしてください。


※１．グループ費等の自己財源やその他収入。

※２．本事業の助成金額。
　○支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	金　額
	用　途

	謝　　金
	５０，０００
	動画作成のための講師謝金10,000円×5回

	旅　  費
	２５，０００
	県内交通費5,000円×5名

	消耗品費
	１００，０００
	A4チラシ1枚50円×1,000枚
イベント用消耗品一回10,000円×4回

文房具等雑費10,000円

	諸 経 費
	２５，０００
	保険料一人2,000円×5名
チラシ郵送料一箇所500円×30箇所

	使用料等
	１００，０００
	イベント用○○レンタル料8,000円×5日
イベントスペース使用料10,000円×4日
○○の体験にかかる実費2,000円×10名

（学生5名とプレイベント5名分）

	支 出 計
	３００，０００
	


※助成金での賃金、備品購入費(カメラ、パソコン、USBメモリー、各種機器など、消耗せず活動終了後も使用可能なものを購入する費用)及び飲食費の支出はできません。

※支援期間（採択日～２０２０年２月末日）終了後に発生する経費については、自己負担とします。
※助成対象経費の例
	謝金
	専門家に助言や講義を受けた際の講師謝礼

	旅費
	交通費（バス・電車など公共交通機関に限る）、宿泊費（一泊4,000円/人以内）

	消耗品費
	物品購入
	文房具、コピー用紙などの事務用品、原材料、書籍

	
	印刷製本
	パンフレットやポスター・チラシなどの印刷代、コピー代

	諸経費
	会議費
	会議・打ち合わせに必要な会場使用料、資料代

	
	通信費
	切手代、はがき代、ファックス代、郵送代

	
	広告料
	新聞・テレビ・ラジオ・インターネット広告料

	
	保険料
	学生の保険料、イベント参加者の保険料

	使用料等
	レンタカーや衣装など各種物品のレンタル料、イベントの会場使用料


＜企業・団体との協働＞　※実現性や発展性を高めるため、企業や団体との協働を推奨します。
	協働する/協働を希望する企業・団体名

※具体的な企業・団体の想定がない場合、業種・業態等でも構いません。
	（記入例）

・○○株式会社　・○○市内のゲストハウス、

・○○を販売している企業

	企業・団体連絡先

（任意）
	担当者名
	石川　太郎

	
	部署・役職
	代表取締役社長

	
	TEL
	076-○○○-××××

	
	E-mail
	ishikawa@○○○.jp

	企業・団体との相談の状況

※申請時での企業・団体との相談の状況について「○」をつけてください。
	○
	企業・団体に相談し了承済み

	
	
	企業・団体に相談し検討中

	
	
	企業・団体に相談していない（採択後、相談予定）

	
	
	その他（具体的な状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※記入欄の枠は、適宜増減して下さい。
2

